
6 7

顕著な普遍的価値

海氷の影響を受けた海と陸の生態系の豊かなつながり

動植物ともに北方系と南方系の種が混在することによって、多くの希少種や固有種を
含む幅広い生物種が生息・生育するなど、生物の多様性を維持するために重要な地域

知床については、世界遺産委員会から、エゾシカ対策、観光管理、
海域管理計画の策定、サケ類へのダムによる影響とその対策の
ためのサケ科魚類管理計画の策定などが課題として指摘され、
対応を求められています。このため、科学委員会の下に河川工作
物アドバイザー会議、海域ワーキンググループ（以下WG）、エゾ
シカ・陸上生態系WG、適正利用・エコツーリズム検討会議など
を設置して対応の検討を進めています。

エゾシカ対策
近年、遺産地域内ではエゾシカが激増
し、植生変化などの生態系への影響が出
ています。影響を軽減するために、環境
省をはじめとする国と関係する地方自治
体は、「知床半島エゾシカ保護管理計画」
などに基づき、エゾシカ・陸上生態系
WGから助言を得つつ、連携してエゾシ
カの捕獲によって個体数調整を行ってい
ます。個体数調整を実施している地域で
は、植生が徐々に回復していることが確
認されています。

海域の生物多様性の維持と
漁業活動の両立
平成 19 年に生態系保全と持続的な漁業
との共存を目指す「多利用型統合的海域
管理計画」が環境省と北海道によって策
定されました。この計画によって、「漁
業者による自主規制」を遺産地域の管理
に組み込み、知床の海の生物多様性を維
持しながら地域の生業である漁業を両立
させる管理方式が実現されました。この
管理方式は、遺産地域の新しい管理手法
のモデル「知床方式」として世界的にも
高く評価されています。

知床エコツーリズム戦略
知床における観光利用の推進にあたって
の将来目標とそれを達成するための方法
を遺産地域の全ての関係者が共有するこ
とを目的として、平成 25 年に知床世界
自然遺産地域適正利用・エコツーリズム
検討会議が「知床エコツーリズム戦略」
を作成しました。この戦略のもとでは、
新しい観光利用や新たなルール作りと
いった提案を誰でも自由に行うことがで
きるようになるため、より一層開かれた
地域主導の取り組みが推進されます。

河川工作物の改良
知床の一部の河川では、人工的に作られ
た治山ダムなどの河川工作物によってサ
ケ科魚類が産卵のために上流に遡ること
ができなくなっていました。そこで、河
川工作物WG（現在は河川工作物アドバ
イザー会議）の助言のもと、改良が適当
と判断された13基の河川工作物について
魚道の設置などの改良工事が実施されま
した。その結果、工作物上流での産卵範
囲が拡大し、産卵数も増加したことが報
告されています。

知床世界自然遺産の保護管理

ヒグマと共に生きるために	

近年、観光客などによるヒグマへの撮影目的の
異常接近や餌付けなどによるトラブルが危惧
されています。一度人間の食べ物の味を覚えた
ヒグマは人や家屋に近づくようになり、安全
対策のために駆除されることもあります。撮
影のための接近、残飯などのゴミの放置、餌
付けといった行為は厳に慎む必要があります。
知床では 2020 年より、関係機関が連携し、「知
床ディスタンス！キャンペーン」を実施して
おり、ヒグマなどの野生動物を見かけた際の
十分な距離の確保などを呼び掛けています。

海と川と森でつながるいのち
知床の豊かな海は、プランクトンをはじめに、魚類や海鳥類、鯨
類などの海洋生物を育みます。シロザケ、カラフトマスなどのサ
ケ科魚類は海から川を遡り、ヒグマや猛禽類の重要な食物資源と
なります。食べ残された魚もキツネなどの糧となり、最後は土に
還り森の栄養分となります。このように知床では海 - 川 - 陸にわ
たるダイナミックな食物網が形成されています。また、動植物と
もに北方系と南方系の種が混在しており、これらの生物が密接に
影響し合って豊かな生態系を形づくっています。この豊かな生態
系は国際的な希少種のシマフクロウ、オオワシ、オジロワシなど
の種の存続に不可欠な場所でもあります。

豊かな生命を支える海氷
オホーツク海の知床沿岸域は、海氷ができる海洋の中では世界で最
も低緯度に位置しています。海氷ができると表層の海水が冷却され
て海水の上下の循環が促進され、海の下層に蓄積されていた栄養塩
類が表層まで浮上します。そして春になると、表層は、光合成に十
分な太陽光に恵まれるため、下層からあがってきた栄養塩類を利用
して植物プランクトンが爆発的に増殖します。こうして海氷によっても
たらされた大量のプランクトンは、海 - 川 - 森とつながる知床の豊か
な生態系を支える食物連鎖の出発点となります。
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高架木道と利用調整地区制度
知床五湖の遊歩道では、ヒグマ出没によ
る度重なる閉鎖や、混雑に伴う植生への
悪影響などの課題がありました。これら
を解決するために、ヒグマと接触する危
険がなく安全に散策できる高架木道を設
置し、平成 23 年からは自然公園法に基
づく利用調整地区制度を適用しました。
混雑時期には地上歩道への立入を認定
制とすることで植生への影響の低減を図
り、自然景観や生物多様性を維持してい
ます。
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取り組み事例

(ix) 生態系

(x) 生物多様性
　　　　　　　　特別保護地区 :	23,526	ha

　　　　　　　　　　特別地域 :	15,110	ha

遠音別岳原生自然環境保全地域 :	 1,895	ha

世界遺産登録区域内の保護地域の面積

水中から見た海氷

（環境省所管の保護地域）

改良事例

　知床国立公園

切り欠き

切り下げ


